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Ⅰ　はじめに
　長崎短期大学研究紀要第 21 号（平成 21 年 3 月発




























Ｈ 27 造活ワーク－ 1





■運営グループおよび学生数；2 年 1 組  1 班  23 名
Ｈ 27 造活ワーク－ 2






Childcare and Family Support Using Art Activity Ⅳ




Ｈ 28 造活ワーク－ 2




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  39 名
■運営グループおよび学生数；2 年 2 組　1 班 18 名
Ｈ 28 造活ワーク－ 3




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  42 名
■運営グループおよび学生数；2 年 3 組　1 班 15 名
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  32 名
■運営グループおよび学生数； 2 年 2 組　1 班　20 名
Ｈ 27 造活ワーク－ 3




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  31 名
■運営グループおよび学生数； 2 年 3 組　1 班　22 名
Ｈ 27 造活ワーク－ 4







■運営グループおよび学生数；2 年 1 組 2 組 3 組
各 2 班　計 43 名
（平成 28 年度の記録）
Ｈ 28 造活ワーク－ 1




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  48 名
■運営グループおよび学生数；2 年 1 組　1 班 21 名
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Ｈ 29 造活ワーク－ 2




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  62 名
■運営グループおよび学生数；2 年 2 組　1 班 23 名
Ｈ 29 造活ワーク－ 3




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  56 名
■運営グループおよび学生数；2 年 3 組　1 班 19 名
Ｈ 29 造活ワーク－ 4




Ｈ 28 造活ワーク－ 4







■運営グループおよび学生数；2 年 1 組 2 組 3 組
各 2 班　計 47 名
③平成 29 年度の記録
Ｈ 29 造活ワーク－ 1




■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  34 名












■運営グループおよび学生数；2 年 1 組 2 組 3 組




Ｈ 27 ゼミワーク－ 1















Ｈ 27 ゼミワーク－ 2
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Ｈ 28 ゼミワーク－ 2












Ｈ 28 ゼミワーク－ 1





















Ｈ 29 ゼミワーク－ 1














Ｈ 29 ゼミワーク－ 2


































































































































































































































































　第 2 回、第 3 回は幼稚園教育実習を終えた 6 月、
7 月の開催であった。学生は実習先で保育者の姿か
ら多くのことを学び、子どもに対する関わり、保護
者への声掛けなどを観察・実践してきた。その経験
が自信につながっており、受付や会場案内でも自ら
声を掛ける姿を見ることができた。名前シールを子
どもの胸付近に貼る際にも、いきなり貼るのではな
く、目線を合わせ、驚かせないように声をかけなが
ら行動する等、親子へ配慮する姿も見られた。保護
者への関わりはまだぎこちなさがあるものの、活動
中の子どもへの対応は、一緒にする・難しい部分だ
け手伝う・表現方法を伝え子どもの力でやり遂げら
れる環境を作る等、子ども達の発達段階、可能性、
個性を大切にした支援ができていた。保護者はその
様子を微笑ましく見守られており、学生へ感謝の気
持ちを伝えていただいている姿も印象的であった。
　第 4 回のワークショップは幼稚園教育実習・保育
所実習等、全ての実習が終わった 10 月に開催した。
この回は学園祭と同時開催で参加人数が多かった
が、学生は、自分の持ち場以外にも人手が足りない
場所へ移動し、初めて参加する親子へワークショッ
プの説明や造形活動を一緒に行っていた。会話に夢
中になっている親同士の横で、まだ幼い子ども達を
自分の膝の上であやしたり、段ボール列車で会場内
を走っている子ども達のそれぞれのつながりを深め
ようとする保育の様子は、頼もしさを感じるもので
あった。課題だった保護者とのコミュニケーション
に関しても、子どもの姿を通して話のきっかけを作
ることができ、保護者との会話を楽しむ学生も多く
いた。
　実習前と実習後とでは、子どもに対する気持ちの
変化、子どもの内面を見ようとする力が身に付きつ
つあり、また自分が受け入れられたという喜びから、
より子どもを理解しようとする気持ちが表れてい
た。ワークショップの中で、子どもたちの思いを受
